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地球環境モニタリング・モデリング 
 
地球観測衛星から観測されたデータと数値モデルを用いて 
(1) 地球システム統合モデルの構築と地球温暖化予測 
(2) 陸域植生の水・炭素循環変動解析とそのモデリング 
(3) 衛星データなどを利用した地域環境解析 
を行っている。 
 
・地球温暖化予測モデルの概要 
大気･海洋･植生･地面の相互作
用によって将来の地球環境変動
が予測される。 
 
 
・陸域モデルによって推定された
過去約 20 年間の熱帯林光合成量
の変化。その他日本やアジア域を
対象にした研究も行っている。 
 
 
・衛星データを利用した福島県の環
境変動解析。気象観測・衛星観測・
モデル解析などの様々な手法を組
み合わせた解析を行っている。 
 

日本リモートセンシング学会 
学会活動 

日本気象学会 
アメリカ地球物理学会 

1. 地球温暖化将来予測モデリング 
主な研究分野 

2. 陸域生態系水・炭素循環の衛星観測とモデリング 
3. 衛星データなどを利用した地域環境変動解析 

1. 陸域リモートセンシング(地域～全球スケール)データ解析 
相談に応じられる分野,テーマ 

2. 陸域植生の炭素・水収支のモデリング 
3. 地球システム(主に炭素循環)のモデリング JapanFlux 運営委員 

社会活動 

地球温暖化、リモートセンシング、炭素循環、数値モデル、植生 
キーワード  

環境モニタリング 
主な担当科目 

リモートセンシング 
環境モデリング 
環境モデリング実習 
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